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とされていますが、在外では外国国籍を取得 した者 まで含めて約520万 人に
チ 　 リ ン
のぼり、もっとも多いのが中国で、東北部の吉林省延辺朝鮮族自治州を中心
に約196万 人とされています。ついでアメリカ合衆国に約185万 人、日本に
約66万 人、ロシアのサハ リン州や沿海地方(沿 海州)、 中央アジアのカザフ
スタン共和国、ウズベキスタン共和国など旧ソ連にあたる地域に約45万 人、































消 されましたが、しか し、文化史については、まだまだ資料の掘 り起 こしの
段階にあり、これも東アジアの研究者の密接な連携 と実際に資料を前におい
ての議論が必要です。




















い て 研 究 が さか ん に な って きて は いて も、 それ らの研 究 が 、 み な 、 この 時 期
を 日本 の 民 族 主義 の 高 揚 期 で あ る と い う前 提 に立 って い たの で は 、 「民 族 問
題 」 へ の 関 心 が 高 ま った 時 期 とい う認 識 は生 まれ ない で し ょ う。 日本 帝 国 主
義 の 内 外 にお け る文 化 政 策 と、 そ の変 遷 につ いて 、 まだ 、 は っ き り させ られ
て い ない 点 が あ る よ うに 思 え ます 。
戦 前期 に お け る 「在 日」 コ リア ンの 問 題 を考 え る に際 して も、 これ ら につ
いて 明確 な 見取 り図 が大 切 で し ょ う。朝 鮮 半 島 の 作 家 た ち につ い て も、 「親
日」 や 「反 日」 の レ ッテ ル を貼 っ て済 ます の で な い限 り、 い った い 、 どの よ
うな内 容 の 思 想 な の か、 どの よ うな点 で 「抗 日」 な ら 「抗 日」 の 要 素 が 見 え
るの か 、 それ を問 うため に は 、 当 の 「日本 帝 国」 が、 どん な 政 策 を展 開 して
い たの か 、 まず 知 って お か な くて は な りませ ん。 そ して 、 それ を分析 す るた
め に は朝 鮮 半 島 だ け を見 て い て も不 十 分 で あ り、 他 の 「外 地 」 と関 連 させ 、
比 較 して 見 て い か な けれ ば 、 わ か らな い 、 と い うよ り、 まち が う、 とい うの
が、 私 の 方 法 的 な 立 場 で す 。 それ が、 第1点 で す 。
第2点 は 、本 シ ンポ ジ ウ ムの タ イ トル 、 「コ リア ン ・デ ィ ア ス ポ ラ」 に つ
い て で す 。 私 は、 これ に少 し躊 躇 す る と こ ろ が あ りま した 。 「デ ィア ス ポ ラ」
とい う語 が、 最 近 、 あ ま りに 便利 に用 い られ す ぎて い る き らい が あ るか らで
す 。 比 喩 と して 用 い る に して も、異 文 化 の な かで 、 ひ とつ の 集 団 ない しは社
会 を な して生 活 して い る こ とが最 低 限 の 条 件 に な る と思 っ て い ます 。 「コ リ
ア ン ・デ ィア スポ ラ」 は、 この条 件 は満 た して い ます 。 しか し、 デ ィァ ス ポ
ラ に は、 も うひ とつ 「故郷 喪 失」 とい う問題 が付 随 す る よ う に も感 じ られ ま
す 。 その 点 、 コ リア ンの 場 合 は 、 は た して 妥 当す るか 、 とい う懸 念 が残 り ま
す 。 これ につ い て は 、第 二次 大 戦 後 の 問題 と して 、述 べ て み た い と思 い ます 。
1.日 本 の 「帝 国」 意識 とコ リア ン
まず、中国と朝鮮半島の民族演劇について戦時中にふたりの日本の作家が
書いた文章を紹介 したいと思います。そのひ とつは、1938年11月 、武漢攻
撃に新聞記者として従軍した一人の作家が書いたものです。日本軍が、この





もうひ とつは、1940年10月17日 に 「大政翼賛会文化部」に編入 された
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つの年表(資 料①)に 、まとめておきましたので、参照 しながら聞いてください。
キム ソ ウン きた
た と犀 ば 、13歳 で 朝 鮮 半 島 か ら 日本 にや って きた金 素 雲(1907-81)が 北
はらはくしゅっ




土田杏村(1891-1934)の 尽力によって刊行 され、双方の抄訳 『朝鮮童謡
選』『朝鮮民謡選』(1933)が 岩波文庫になってもいます。
北原白秋は、文部省の 「唱歌」に対抗 して童謡運動 を起 こした詩人で、子
供の心の自然発生性を尊重 し、また、アジア主義の一面 ももっています。彼
は1929年 前後に樺太や中国に旅行をしています。彼の 「ペチカ」 というた
いへんよく知られた童謡は樺太か 「満洲」のペチカを歌ったものだとい うこ














このふたつを統一的に展開 しえたわけではなく、場当たり的にバ ラバ ラに、
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そしてジグザグ した道を歩みました。東アジアの諸地域に 「親 日」と 「反 日」
の勢力が生まれたのは当然のことですし、このダブル ・スタンダー ドによる
政策の変化に対応 して、「親 日」も 「反日」 も様相が変化するのは当然です。
そして、第一次大戦後には国際的に民族自決権の主張が強まります。朝鮮





そして、金素雲の 『朝鮮童謡選』『朝鮮民謡選』(1933)が 岩波文庫 にな
ったのは 「満洲」建国後のことです。私は、これを偶然のこととは思いませ
ん。1910年 に 「併合」 した朝鮮半島と異なり、傀儡政権 を立てて1932年 に










「満洲」の 「民族協和」は、しば しば 「五族協和」ともいわれていますが、
その場合の五族は 「満、漢、鮮、蒙、日」です。ここで複雑なのは朝鮮半島













「大 日本帝 国」 と 「在 日朝鮮人」 の位置 について
の際、三国干渉 を受けて大陸から引っ込んだ経験が活かされているともいえ
















本人が、多くの民族 を抱 えた 「帝国」としての意識をもちはじめた、という
意味になるでしょう。朝鮮半島における 「皇民化」政策についても、最近で
は、この 「十五年戦争」期 と重ねて論 じられていますが、これは訂正を要す
ると思います。
1937年7月 に日本政府は日中戦争の本格化に踏み切 り、派兵 を契機 に
このえ ふみまろ
「内地」では一挙に戦時色がひろがります。第一次近衛文麿内閣は9月 に
「国民精神総動員実施要綱」を発表 し、1938年4月 に 「国家総動員法」が公
布 されます。これに対応 して朝鮮半島では1937年 に 「皇国臣民の誓詞」を















(翻訳13編)と 『朝鮮文学選集』全三巻(赤 塚書房∴雇 募主12却 ≧.1翻訳14編 、




して は秋 田 雨雀(1883-1962)、 村 山知 義(1901-77)が 編 者 に加 わ って い
ます 。 兪 鎮 午 は、 第 二 次 大 戦 後 、 大韓 民 国の 憲 法 を起 草 し、野 党 第 一 党 の 党
首 と して活 躍 す る人 で す 。 秋 田 雨 雀 は ア ナ キ ズ ム か ら一 時 、 ソ連 寄 りに転 じ
た リベ ラル な思 想 の 持 ち主 の 劇作 家 、村 山知 義 は ドイ ツ帰 りで 左 翼 思 想 の 持
ち 主 で 、 表 現 主 義 、 構 成 主 義 の 前 衛 演 劇 な ど に活 躍 し た 人 で す 。 つ ま り、
「内地 」 で 「国 家 総 動 員 法 」 が実 施 され 、朝 鮮 半 島 で 「皇 民 化 」 政 策 が 展 開
して い る さなか に、 朝 鮮 語 の 翻 訳 が 出 され て い る わ けで す 。 これ を 、 どの よ
うに考 え た らよい で し ょうか 。 い く ら考 えて い て も答 え は見つ か り ませ ん 。
こ こ で 、 「満 洲 」 関 連 に 目 を 転 じて み ま す と 、 この 同 じ年 に バ イ コ フ
(NikolayApollonovichBaykov,1872-1958)の 『偉 大 な る王 』(Vdikiy
Van,1936、 長 谷 川 濬 訳1940)が 流 行 し、 そ の前 年 か ら大 内 隆雄 訳 、 満 人
作家 選 『原 野 』(三 和 書 房 、1939)(9作 家12作 品)、 同 『蒲 公 英 』(三 和 書
房 、1940)(8作 家12作 品)、 そ して 「満 人 」 す なわ ち在 「満 洲 」 中国 人 作
家 、古 丁(190～ 一～)の 長 篇 『平 沙 』(中 央 公 論 社 、1940)、 林 時 民 詩 集 『新
し き感 情 』 な ど も翻 訳 刊 行 をみ て い ます 。 この動 きは 山 田清 三 郎 編 『日満 露
在満 作 家 選 集 』(春 陽 堂 、1940)(中 国2、 ロ シ ア2、 日本4)、 川 端 康 成 ・
岸 田 国士 ・島 木 健 作 ・山 田清 三 郎 ・北村 謙 次 郎 ・古 丁 編 『満 洲 国 各 民 族 創 作
選集 』第 一 巻(創 元 社 、1942)(中 国4、 ロ シ ア2、 日本14)、 第 二 巻(創 元
あさみ ふかし
社、1944)(中 国6、 ロシア3、 日本8)の 刊行に引き継がれます。浅見淵
編で満鉄従業員の同人雑誌 『作文』の選集、『廟会』(竹村書店、1940)、 在













る評言 といえましょう。1930年 代後半の 「民族問題への関心の高 まり」と
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は、先に述べたように、多くの 「外地」を抱えた日本の 「帝国」意識が生ん












1938年11月3日 に、対中国戦争の和平工作に失敗 した第1次 近衛文麿内









した 「新体制運動」に便乗 しようとする文芸界の動 きだったといえるでしょ








に関す る限 り、明 らかに矛盾 しています。先の 「東亜新秩序建設声明」は
日 ・ 「満」 ・ 「華」(の ちには、王精衛政権を指すことになります)の 「互
助連関」であって、「台」や 「韓」は入っていません。朝鮮半島は 「併合」
という措置をとったことにより、「日本」の内部とされていたからです。「満





ジア解放という理想 と日本支配の強化という現実との乖離 を最 も端的に示 し
たものといえましょう。
この 「東亜新秩序」構想 は、1940年 、第二次近衛文麿内閣によって、ア
ジア ・太平洋圏に拡大され、「大東亜共栄圏」構想(発 表は1941年1月)と
して展開しますが、この 「共栄」は、はっきり名ばかりのものだったといえ












編の 日本語短篇集 『朝鮮国民文学集』(東京、東都書籍、1943)(9篇 、う
ち翻訳1、 日本人作家のもの2)、 日本語短篇集 『半島作家短編集』(朝鮮図
チエ ジエソ






品、作家たちの内面に立ち入って分析する前提 として、彼 らが活動 した舞台
について、再考 しておく必要がある、と思ったからのことです。簡単にまと
めてみますと、日本国籍を持ちながら、差別と同化政策から挟撃 された 「在








「大 日本帝 国」 と 「在 日朝鮮 人」の位 置につい て
鮮半島のコリアン、中国人などの人びとの活動について考える際にも共通す
るものなのです。


















識が薄まり、「在 日」という存在を自覚 して生きるとい う道 を歩む人びとが
かなり多くなっているといわれています。これも、多くの実存的な困難を伴







1井 上友 一 郎 「従軍 覚 書 」、 『従 軍 日記 』、竹 村書 房 、1939、261頁 。
じゅん
2井 上友 一郎(1909 -97) 、豊 田 三郎(1907-59)、 新 田 潤(1904-78)の 三人 が 「大 陸 開
拓 懇 話会 」 の派 遣 で 「満 洲 」 を訪 れ 、三人 三様 の旅 の記 録 を日付 順 に編 ん だ 『満 洲 旅 日
記』(1942)の 中で 、豊 田 三郎 が 記 して い る(復 刻版 、ゆ まに書 房 、2002、52頁)
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白川豊 「『朝鮮国民文学集』につ いて」、白川豊監修 『日本植民地 文学選集 〔朝鮮編 〕』














総督府:「 憲兵警察」の治安取締 り 言論 ・集会 ・結社の自























6.10万 歳運動 民族主義者十共産主義者=新 幹会(1927)民
族的権利の回復
光州抗日学生運動、元山ゼネス ト
「満洲国」建国 〔抗 日遊撃隊(金 日成)〕
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「徴用」形式の強制連行へ移行(→ 資 料"〔 第1期 〕差別 と同
化政策)
在 日コリアン(資 料②)
〔第1期 〕1920年 代～1945年(25年 間)在 日朝鮮人の形成
1910年 韓国併合時:2000人
重化学工業化期 低賃金肉体労働力 として 「内地」に移住
[1919年2月8日 東京 「朝鮮青年独立団」二 ・八独立宣言書]→ 三 ・一独立
運動




























死傷者約30万 人、うち死亡者は6万 人(推 定)
1945年 ～70年(25年 間)民 族団体主導により生活権の確保へ
1945年8/15敗 戦(降 伏文書調印は9月2日)大 韓民国建国
1945年8～ 約170万 人 自力で帰国 引揚援護局関知せず
1946年3月65万 人在留(51万 人帰国希望)←GHQ持 ち帰 り財産 を厳 し
く制限
1945年10月 在日本朝鮮人連盟(略 称朝連)結 成
「日本 国民 との友誼保 全 、在留 同胞 の生 活安 定 、帰 国
同胞の便宜」
各地に朝鮮学校を設立






























































在 日朝鮮人人口66万6376人 うち日本生まれ95%在 住外国
人中49%
全結婚数のうち日本人との結婚が81.6%8割 帰化 した者20万 人。











2002年 日本学校(9万 人)、 韓国学園(2000人)、 朝鮮学校(1万
8000人)
朝鮮奨学会、民族共生教育
30
